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子会社の設立に関するお知らせ 

 

当社は 2016年 10月 20 日開催の取締役会において、新たに子会社として株式会社エクスドリーム・スポー

ツ（以下、「エクスドリーム・スポーツ」といいます。）を設立することを決議いたしましたので、お知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．会社設立の理由 

現在、2020 年に東京オリンピックが開催されることもあり、スポーツ業界に注目が集まっております。

一方で、日本のスポーツ業界では、一部の種目を除いては、高い能力のある選手でもスポーツを続けなが

ら生計をたてていくことが困難な状況があります。また、引退した後の就業支援についても十分な環境が

整っておらず、スポーツで培った高い能力を十分には活用できていません。 

当社は、このような環境に対して、スポーツを続けながら就業できる就業先やスポーツを引退した後の

就業先をマッチングするための人材派遣や人材紹介事業を提供することと、スポーツ選手の高い能力を活

かしたアカデミー活動やイベント活動を行い、日本のスポーツ業界を活性化させるために、新たな子会社

エクスドリーム・スポーツ(*1)を設立することといたしました。なお、代表取締役には 2008 年北京オリン

ピックフェンシング日本代表選手団監督、2012 年ロンドンオリンピック日本代表選手団コーチを務めた江

村宏二(*2)が就任いたします。当社は、エクスドリーム・スポーツを通じて、スポーツの可能性を広げ、日

本のスポーツを縁の下から応援してまいります。 

 

２．事業の概要 

新たな子会社エクスドリーム・スポーツでは、現在のスポーツ業界における問題点であるスポーツ選手

の就業環境の確保を主軸にしており、実際の事業内容は下記の 2つを予定しております。 

（１）スポーツ人材事業 

当社の幅広い営業網を活用した、人材派遣および人材紹介により、スポーツ選手の就業先を斡旋



してまいります。国内トップクラスのスポーツ選手がスポーツと仕事を両立できる就業先を確保す

るとともに引退したスポーツ選手がスポーツのスキルを活かした就業先を確保してまいります。江

村宏二の日本のスポーツ界における幅広い人脈を活かし、人材を集めてまいります。 

（２）スポーツ指導及びイベント事業 

国内トップクラスの指導者および元日本代表のアスリートなど実績のある人材によるスポーツア

カデミーを行い、スポーツの指導にあたっていきます。また、スポーツ選手の能力を活用した独自

色の強い、イベントを行い雇用の確保とスポーツの発展に寄与していきます。 

 

３．設立する子会社の概要 

（１）名称 株式会社エクスドリーム・スポーツ 

（２）設立年月 2016 年 11月 1 日（予定） 

（３）所在地 東京都渋谷区神南 1-22-3 渋谷住友信託ビル 8F 

（４）代表者名 代表取締役社長 江村宏二 

（５）資本金 2 億円 

（６）大株主及び持株比率 株式会社夢真ホールディングス 100% 

（７）決算期 9 月 

（８）主な事業内容 スポーツ人材事業、スポーツ指導事業、イベント事業 

 

４．今後の見通し 

  本件による、2017年 9月期の業績に与える影響は現在精査中です。判明次第、公表いたします。 

 

(*1)社名「エクスドリーム・スポーツ」の由来 

 

 

 

  「Expand your dream（あなたの夢を広げる）」を短縮した造語で、エクスドリーム・スポーツに関わるす

べての人の夢を広げる存在でありたいとの思いが込められています。 

 

(*2)江村 宏二（えむら こうじ） 

1961 年大分県大分市生まれ。56 歳。 

1983 年中央大学卒業後、国体強化選手として群馬県・山梨県庁に所属（採用）。 

1987 年、1988年全日本選手権大会フルーレ個人二連覇。 

1989 年大分県庁採用、1992年全日本選手権大会サーブル個人優勝。 

2003年からナショナルチームコーチ、2008年北京オリンピック監督、2009年日本オリンピック委員会（JOC）

ナショナルコーチとして採用、 

2012 年ロンドンオリンピックコーチ、日本フェンシング協会強化副本部長、現在に至る。 



元日本オリンピック委員会 フェンシングナショナルコーチ 

元日本フェンシング協会 常務理事・強化副本部長 

元日本フェンシング協会パラリンピック対策委員会 副委員長 

1982 年からナショナルチーム入り。 

 

以  上 


